
2年前期 授業回数 15回 時間数 30時間 必修・選択 選択 授業形態 演習 単位数 1単位

科目名 担当者名

回数 予定 実施 観点

1 ⑦

2 ⑥⑦

3 ⑥⑦

4 ⑥⑦

5 ⑧⑨

6 ⑥⑦⑩

7 ⑥⑦⑩

8 ⑥⑦⑩

9 ⑥⑦⑩

10 ⑥⑦⑧⑨

11 ⑥⑦⑧⑨

12 ⑥⑦⑧⑨

13 ⑥⑦⑧⑨

14 ⑥⑦⑧⑨⑩

15 ⑦⑩

子どもの救急法（演習～心肺蘇生法）

子どもに起きやすい事故の応急手当

災害への備えと危機管理

こころと体の健康問題と地域保健活動まとめ

試験

橋爪　直美

振り返りシート

振り返りシート

乳児保育における保健活動

乳児保育における集団全体の健康と安全・衛生管理

３歳未満児の保健と環境

３歳未満児の生活習慣と心身の健康

適宜、演習を実施するが、演習に臨む態度も授業内活動として評価する。毎回、テキストと配布プリントを持参してく
ださい。

振り返りシート

振り返りシート

振り返りシート

事故防止および健康管理・安全管理

乳児保育養護の実際（演習～身体の清潔方法・沐浴）

3歳未満児における身体計測法（演習～身長・体重・頭囲・胸囲）

振り返りシート

振り返りシート個別的配慮を必要とする子どもへの対応②

評価の方法・割合
（％）

テーマ・内容 方法

振り返りシート

振り返りシート

履修上の注意事項

感染症の予防と対策

個別的配慮を必要とする子どもへの対応①

振り返りシート

振り返りシート

乳児保育養護の実際（抱き方・背負い方・寝かせ方・排泄の世話）

授業の自己評価

備考

使用テキスト

振り返りシート

振り返りシート

振り返りシート

振り返りシート

まとめと確認テスト

DPの観点 ①聴く力②表現力③柔軟性④協調性⑤社会性⑥専門知識・技能⑦思考力⑧実践力⑨主体性⑩問題解決力

毎回PP資料を配布する

写真でわかる小児看護技術アドバンス　山元恵子監修
参考文献
参考URL

進行状況により、授業のテーマ・内容は変更になる場合がある。

期末試験

開講年次・時期

DPの観点 ⑥専門知識・技能　⑦思考力　⑧実践力　⑨主体性　⑩問題解決力

最終試験７０％、授業内活動及び演習(沐浴技術試験等）における評価３０％

毎回の授業への意欲的な参加をし、積極的かつ真面目な取り組みを重視する。

授業の概要

毎回の授業内容について該当するテキストの箇所を予習する。授業内配布資料で適宜復習する（３０分程度）

１．３歳未満児の心身の発育・発達・健康増進を促す保健活動について理解できる。
２．３歳未満児の疾病とその予防・緊急時の対応や事故防止、安全管理について知識と技術を習得できる。
３．養育環境、精神保健、地域保健活動について理解でき、保護者への具体的支援や対応を考えることができる。

授業時間外学修
（予習・復習）

科目コード

　乳児保育に関する「健康・人間関係・環境・言葉・表現」の５領域の専門知識と３歳未満児の発育・発達過程や特
性をふまえた援助・関わりの基本的な考え方について理解する。また、健康維持・増進、安全管理など発達段階に
応じた乳児保育における配慮の実際について学びを深めるため、講義と演習を取り入れて展開する。

乳児保育Ⅱ

授業担当者より筆記試験の結果が返却される。

単位認定の要件

科目の到達目標

フィードバックの
方法


